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NIPPON DATA90 研究グループ 

 

【目的】本研究の目的は日本を代表する高齢の男性および女性における高次生活機能と長期の死

亡リスクとの関係を調査すること。 

【対象と方法】NIPPON DATA90 にて、1995 年に基本的 ADL（Activities of Daily Living）が自立し

ている 65 歳以上の高齢者 1824 名を対象に、2010 年までの調査結果を踏まえて死亡リスクを検討

した。高次生活機能は Tokyo Metropolitan Institute of Gerontology Index of Competence （TMIG-IC）

を用いて評価し、サブスケール 3 つ（手段的 ADL、知的活動、社会的役割）も踏まえて得点を算

出した。死亡は全死亡、死因別死亡（心血管疾患、脳卒中、悪性腫瘍、肺炎）とし、高次生活機能

と死亡リスクの関係はコックス比例ハザードモデルを用いて検討し、調整ハザード比（HR）およ

び 95%信頼区間（CI）にて比較検討を行った。 

【結果】平均追跡期間 12.2 年、全死亡 836 名（45.8%）であった。高次生活機能の低下は統計学的

有意に全死亡リスク上昇と関係していた（HR 1.37, 95% CI 1.13－1.65）。また、社会的役割の低下

と全死亡リスクの上昇においても有意差が認められた。性別の交互作用は手段的 ADL および知的

活動において統計学的有意差が認められた （p = 0.008, p = 0.004）。男性では社会的役割の低下 (HR 

1.38, 95% CI 1.13–1.68)、女性では手段的 ADL の低下（HR 1.50, 95% CI 1.15–1.95）および知的活動

の低下（HR 1.46, 95% CI 1.19–1.79）は統計学的有意に全死亡リスクの上昇と関係していた。死因

別死亡リスクにおいても全死亡リスクと同様の傾向が認められた。 

【考察】本研究では、（1）高次生活機能の低下は基本的 ADL が自立している高齢者の全死亡リス

クを 37%上昇させ、（2）男性では社会的役割の低下は全死亡リスクを 38%上昇させ、（3）女性で

は手段的 ADL および知的活動の低下は全死亡リスクをそれぞれ 50%、46%上昇させ、（4）高次生

活機能の低下や手段的 ADL、知的活動、社会的役割の低下は心血管疾患、脳卒中、悪性腫瘍、肺
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炎のいずれの死亡リスク上昇とも関係し、性差など、その傾向は疾患を問わず同様なものである

ことが明らかとなった。したがって、基本的 ADL が自立している高齢者において、高次生活機能

を評価することは死亡リスクの早期発見および介入が必要な対象を明確にする方策として有用と

思われた。 

【結論】基本的 ADL が自立した高齢者において、高次生活機能の低下は死亡リスク上昇と関連す

る独立した因子である。特に、男性では社会的役割の低下、女性では手段的 ADL および知的活動

の低下は死亡リスク上昇と関係していた。 
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